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解説

★ （1） 1種類の物質が2種類の別の物質にわかれる変化を「分解」という。

★★★ （2） 酸化銀は黒色から白色（銀）に変わる。

★ （3） 酸化銀を加熱すると銀（①）になり、酸素（②）が発生する。

★★★ （4）

★★★★ （5）

★★★★ （6） 係数合わせは忘れずにしよう！

★★★ （7）

★★★ （8）

①は銀よりア、イ、ウは適切であり、エ分子をつくらないので、誤り。②は酸素でイ、エは適切だが、酸
素は単体であり（ア誤り）、石灰水を白くにごらせるのは二酸化炭素である。①、②よりイが答えとなる。

ガスバーナーの火を消す前に、ガラス管を水の中から出さなければならない理由は「石灰水が試験管
に逆流するのを防ぐため」である。

それぞれを化学式で書くと、ア　銅（Cu)　イ　塩素（Cl2）　ウ　硫黄（S)　エ　アンモニア（NH3）となるの
で、化合物はエ　アンモニアである。

原子は、化学変化でなくなったり、新しくできたり、他の種類のものに変わったりしないので②は適切で
ある。ちなみに①原子はアルファベット1文字とは限らない例）Mｇなど、③酸素原子2つと炭素原子1つ
が結びついて、二酸化炭素の分子ができる。④原子は種類に関わらずすべて同じ大きさや質量ではな
い。⑤分子は物質をつくるもとになり、それ以上分けることができない最小の粒である。

1

目標時間

40分1.物質の成り立ち（解答）

単元1 物質のすがた

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難い

（4）

（7） （8）

エ ②

イ

石灰水が試験管に逆流するのを防ぐため。

（5） （6）

2Ag2O　→　4Ag　+　O2

（1）

分解

（2）

白色

（3）
① ②

銀 酸素
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解説

★★★ （1） ガスバーナーの点火のしかたでは、ガス調節ねじをあけてから、マッチに火をつけるのがポイント！

★★★ （2） 炭酸水素ナトリウムを熱分解すると、炭酸ナトリウム（固体）、水（液体）、気体（二酸化炭素）ができる。

★★★★ （3） 試験管の口を下げないと「発生した液体（水）が加熱部分に流れこみ試験管が割れる」可能性がある。

★★★ （4） 炭酸水素ナトリウムよりも白い粉末（炭酸ナトリウム）の方がアルカリ性が強い。

★★★ （5） 水を調べるために塩化コバルト紙を用いる。色は青色から赤色に変化する。

★★★★ （6） 化学反応式は覚えよう！

★★★★ （7）

★★★★ （8）

★★★★ （9）

★★★★ （10）

解説

★★ （1） 水に水酸化ナトリウムを加えると電気が通りやすくなる。

★★★ （2）

★★★★ （3） 電極A（水素）：電極B（酸素）＝2：1の割合で発生する。

★★★ （4） 水の電気分解の化学反応式は2H2O→2H2＋O2でこれに合うモデルはエである。

炭酸水素ナトリウムが分解すると二酸化炭素が発生するため、ホットケーキがふくらませるはたらきが
ある。
炭酸水素ナトリウムは身近なところでは、発砲入浴剤（イ）、ふくらし粉（エ）などに使用されている。そ
の他に胃腸薬にも使われる。

質量保存の法則により、炭酸水素ナトリウムの質量（X）は分解された炭酸ナトリウム（a）、水（ｂ）、二
酸化炭素（ｃ）の質量の和に等しくなる。

A極は－極、B極は＋極となるので－極からは水素が＋極からは酸素がそれぞれ発生する。水素の性
質は火をつけると燃える（イ）が正解で酸素の発生方法は二酸化マンガンにうすい過酸化水素水を加
えると発生する。ちなみにⅠ群のアは塩素、ウは二酸化炭素、エは酸素のはたらきである。Ⅱ群のオ
は二酸化炭素、カは硫化水素、キは水素の発生方法である。

反応の前後で質量は変わらない（質量保存の法則より）ので、16.8－（10.6＋4.4）＝1.8ｇの水が発生
する。50.4ｇの炭酸水素ナトリウムで生成する液体をｙｇとすると、16.8：1.8＝50.4：ｙ　ｙ＝5.4ｇとなる。

2

3 （3） （4）

Ⅰ群 Ⅱ群

イ ケ
ア エ

（1）

水酸化ナトリウム

（2）

（10）

固体 液体

炭酸ナトリウム 水

気体

二酸化炭素

（2）

②、①、④、⑤、③

（1）

（8）

炭酸水素ナトリウムが分解すると二酸化炭素が発生するため、ホットケーキがふくら
ませるはたらきがある。

イ

（5）
用いるもの ②

塩化コバルト氏 青　から　赤
2NaHCO3　→　Na2CO3　+　H2O　+　CO2

（6）

（9）

エ

（7）

　　　　　5.4　　　　ｇ

イ

（3）

発生した液体（水）が加熱部分に流れこみ試験管が割れるのを防ぐため。

（4）

加熱後の白い粉末
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解説

★ （1） スチールウール（鉄）を加熱すると、空気中の酸素と結びつき酸化鉄となる。
★★★ （2） 黒色の物質は酸化鉄で非金属である。①、②は金属の性質で、④は鉄はひっつく。③が適当である。
★★★ （3） （1）を参照。
★★★ （4） 鉄や亜鉛、アルミニウムなどの金属に塩酸を加えると水素が発生する。
★★ （5） 空気中の酸素と付加する化学変化を「酸化」という。
★★★ （6） 酸化のうち熱や光を出しながら激しく進む化学変化を「燃焼」という。
★★★ （7） 化学反応式はしっかりと覚えよう！

目標時間

40分2.いろいろな化学変化（解答）

単元1 物質のすがた

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

（2）

（7）

2Mg　+　O2　→　2MgO

（4）

スチールウール

（5）

酸化

（6）

燃焼

（1）

酸化鉄 ③

（3）

酸素が付加するから。

1
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解説

★★★★ （1）

★★ （2） 鉄と硫黄の混合物を加熱すると「硫化鉄」ができる。

★★ （3）

★★ （4） 2種類以上の物質が結びついて、性質のちがう別の1種類の物質ができる化学変化を「化合」という。
★★★ （5） 磁石に引きつけられたのは、鉄の状態が残っているBである。

★★★ （6）

★★ （7） 化学反応式はしっかりと覚えよう！

★★★★ （8）

※別解

解説

★ （1） 石灰水に二酸化炭素を入れると白くにごる。

★★★★ （2）

★★★ （3） 酸化物から酸素がとれる化学変化を「還元」という。

★★★★ （4）

★★★★ （5） 酸化銅から酸素を取り除くために使用できる物質は、水素（エ）である。

試験管の中に入っている混合物を加熱する場合は上部（ア）を加熱しなければならない。なぜなら、
試験管に物質を入れて加熱する場合は、上部を加熱するのが安全な方法だからである。下から加熱し
ていると，そのすきまの空気が熱せられ膨張して、試験管が破裂してしまう危険性がある。

純物質で1種類の原子だけからできている物質を「単体」という。2種類以上の原子でできている物質
を「化合物」という。

加熱前の試験管Bにうすい塩酸を加えると水素が発生し、加熱後の試験管Aにうすい塩酸を加えると
硫化水素が発生する。

鉄粉7ｇと硫黄4ｇの混合物を加熱すると、鉄粉と硫黄はすべて反応することから、鉄：硫黄＝7：4の割
合で反応する。鉄10ｇでは硫黄ｘｇが反応するとすると、式は7：4＝10：Xとなり、この式を解くとX≒
5.71≒5.7となる。よって硫化鉄は15.7（10＋5.7）ｇできる。

鉄粉7ｇと硫黄4ｇの混合物を加熱すると、鉄粉と硫黄はすべて反応し、11ｇの硫化鉄ができることか
ら、鉄：硫化鉄＝7：11の割合となる。鉄10ｇのとき硫化鉄Xｇができるとすると式は7：11＝10：X、この
式を解くとX≒15.71≒15.7ｇとなる。

加熱をやめる前に石灰水を入れた試験管からガラス管を取り出すのは「逆流して試験管が割れるのを
防ぐため」である。

酸化銅と活性炭を混ぜると銅と二酸化炭素ができる。酸化銅と活性炭が過不足なく反応すると、二酸
化炭素は出ていくので、加熱後の試験管内の物質は銅だけになる。活性炭が過剰にあると、酸化銅は
すべて還元されて銅になるが、活性炭は残るのでそれらの混合物となる。

2 （1） （5）

硫化水素 水素

（7）

Fe　+　S　→　FeS

（8）

　　　　15.7　　　　　ｇ

（4）

化合 B

（6）
試験管A 試験管B

ア

（2）

硫化鉄

（3）

単体

3

（5）

1・2班 4・5班

ウ イ

（4）

エ

（1）

白くにごった。

（2）

逆流して試験管が割れるのを防ぐため。

（3）

還元
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解説

★★★★ （1）

★★★ （2） 化学反応式はしっかりと覚えよう！

★★★ （3）

★★★ （4）

★★★★ （5）

★★★ （6） 銅＋酸素＝酸化銅となるので、酸素を求めるためには、酸化銅（Y）－銅（X）を計算するとよい。
★★★ （7） 銅：酸化銅＝4：5＝3.6：ｘなので、これを解いてｘ＝4.5ｇとなる。

★★★★ （8）

★★ （9）

解説

★ （1） 物質が酸素と化合することを「酸化」という。
★★★ （2） 化学反応式はしっかりと覚えよう！
★★★ （3） マグネシウムの質量が増えるほどそれに比例して化合する酸素の質量も増える（ア）。

★★★ （4）

★★★ （5） Mg：MgO＝3：5＝ｘ：1.2、ｘ＝0.72ｇとなる。

★★★★ （6）

★★★★★ （7）

4.8ｇから加熱後7.0ｇとなるから、付加する酸素は7.0－4.8＝2.2ｇとなる。2.2ｇの酸素と反応するマグ
ネシウムｙｇは、3：2＝ｙ：2.2、ｙ＝3.3ｇとなる。マグネシウム4.8ｇのうち酸化されたのは、3.3÷4.8×
100≒68.7≒69％となる。

実験からCu：O＝4：1となり、Mg：O＝3：2となる。銅と化合する酸素の比をマグネシウムに化合する酸
素の比に合わせると、Cu：O＝8：2となるので、同じ質量の酸素と反応する銅とマグマグネシウムとの
質量比は8：3となる。

銅粉をステンレス皿に均等に広げた理由は「空気にふれやすくするため」である。空気とふれやすくす
ることで、銅が空気中の酸素と反応しやすくなる。

花子以外の生徒は加熱前（銅）：加熱後（酸化銅）の割合が4：5となっているが、花子だけ異なる結果
となっている。

太朗の実験結果をみると、加熱前（銅）0.4ｇに対して、加熱後（酸化銅）は0.5ｇとなっていることから、酸
素は0.1ｇ付加したことがわかる。よって、銅：酸素＝4：1の比で反応する。
銅：酸化銅は4：5の割合なので遼太郎が用意した銅粉をｘｇとおくと、銅：酸化銅＝4：5＝ｘ：4.5となり、
これをとくとｘ＝3.6ｇとなる。

銅4.5ｇから酸化銅5.3ｇになっているので、付加した酸素は5.3－4.5＝0.8ｇとなる。0.8ｇの酸素が付加
するためにはｘｇの銅が必要とすると、銅：酸素＝4：1＝ｘ：0.8、ｘ＝3.2ｇ　銅は3.2ｇあるので不純物は
4.5－3.2＝1.3ｇとなる。

一般に、化学変化の前後では、その変化に関係している物質全体の質量は変わらなという法則を「質
量保存の法則」という。

Mg：O＝3：2＝1.5：ｘ、ｘ＝1となる。問題は1.50ｇと有効数字3けたになっているので、答えも1.00ｇと合
わせる。

目標時間

30分3.化学変化と物質の質量

単元1 物質のすがた

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

（6）

Y－X

（7）

　　　4.5　　　ｇ

（8）

　　　1.3　　　ｇ

（9）

質量保存の法則

（3）

花子

（4）

銅：酸素＝　　4　　　：　　1

（5）

　　　3.6　　　　ｇ

（1）

空気にふれやすくするため。

（2）

2Cu＋O2→2CuO

1

2 （3）

（5）

　　0.72　　ｇ

（6）

69%

（7）

銅：マグネシウム＝　8　：　3

（1）

酸化

（2）

2Mg＋O2→2MgO ア

（4）

　　　　1.00　　　ｇ

https://iidrill.com/


 

 
https://iidrill.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解説

★★ （1） 水酸化バリウムと塩化アンモニウムを試験管に入れ、水を加えるとアンモニアが発生する。
★★ （2） この反応では温度が下がる。
★★★ （3） （2）のような反応を「吸熱反応」とよぶ。反対に温度が上がる反応を「発熱反応」とよぶ。

★★★★ （4）
発熱反応の例として酸化カルシウムに水を加えることや、身近な例ではカイロはこの発熱反応を利用
してつくられている。

目標時間

40分4.化学変化の熱の出入り

単元2 物質のすがた

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

（1）

アンモニア

（2）

反応後、温度は下がる。

（3）

吸熱反応

酸化カルシウムに水を加える

（4）

1
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